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平 成 21 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 22 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）
○環境教育を推進するため以下の事業を行った。
　・環境教育に関する校外学習用バスの貸出（155台）
　・環境教育関連施設連携事業（バスツアーの実施〔５回〕）
　・環境プラザを中心とした環境教育関連施設連携強化プロジェク
ト会議の開催（参加施設〔１２施設〕（４回））
　・環境教育基本方針の進行管理（環境教育基本方針推進委員
会の実施〔2回〕）
　・小中学校への環境教育教材の寄贈（２９校）
　・小中学生を対象とした環境活動コンテストの開催
　・小学生を対象とした環境活動啓発イベントの開催
　・環境プラザホームページのリニューアルと展示物更新
　・かんきょう元気新聞の発行（小学校５、６年生対象[３回]）

○環境教育を推進するため以下の事業を行った。
　・環境教育に関する校外学習用バスの貸出（186台）
　・環境プラザを中心とした環境教育関連施設連携強化プロジェク
トによる事業の実施（参加施設〔１２施設〕）
　・環境教育基本方針の進行管理（環境教育基本方針推進委員
会の実施〔2回〕）
　・小中学校への環境教育教材の寄贈（29校）
　・小中学生を対象とした環境活動コンテストの開催
　・小学生を対象とした環境活動啓発イベントの開催
　・かんきょう元気新聞の発行（小学校４、５、６年生対象[４回]）
　・学校における環境教育の実践事例集の作成（5,000冊）し、学校
（310校）やまちづくりセンターに配布。
　・環境プラザの展示物の更新

環境教育の推進

担 当 環境局環境都市推進部環境計画課　宮崎　　℡ 211-2877

平 成 20 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）平 成 19 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ）

施策体系コード 4-2-1 事業名

平 成 23 年 度 第 ２ 次 札 幌 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の １ ）
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＜年 度 別 の 事 業 内 容＞
＜平成19～22年度を通じて実施＞
・環境教育に関する校外学習用バスの貸出
・学校ビオトープの整備支援
・環境教育関連施設連携事業
・環境教育基本方針の進行管理
＜平成19年度＞
・環境教育に関するプログラムの策定とホームページの作成
・小学生向けの環境副教材の改訂
＜平成20年度＞
・環境教育リーダーの追加養成
＜平成21・22年度＞
・それぞれの主体（市民、事業者、学校）の連携強化・情報交換を
進める機会や場の充実
（環境プラザの活用強化：ホームページの更新、展示物の更新）

　平成18年度に改定した「札幌市環境教育基本方針」で示す基本
理念である、『持続可能な社会をつくるため、環境の保全・創造に
向けた意識を持ち、自ら考え行動する「人」と「人と人とのつながり」
を育てます』を具現化するための取り組みを以下の4点を柱にして
進める。
①人材の育成
②情報の共有・活用
③プログラムの作成
④機会づくり・場づくり

環境教育を推進するため以下の事業を行った。
・環境教育に関する校外学習用バスの貸出（94台）
・環境教育関連施設連携事業に関する検討
・環境教育基本方針の進行管理（環境教育基本方針推進委員会
の立ち上げ及び委員会の実施〔2回〕）
・環境教育に関するプログラムの策定とホームページの作成
・小学生向けの環境副教材の改訂
・小中学校への環境教育教材の寄贈

環境教育を推進するため以下の事業を行った。
・環境教育に関する校外学習用バスの貸出（115台）
・環境教育関連施設連携事業（バスツアーの実施〔３回〕）
・環境教育基本方針の進行管理（環境教育基本方針推進委員会
の実施〔2回〕）
・環境教育リーダーの追加養成（９名）
・札幌市環境教育プログラムの配布（市内全小中学校）
・小中学生を対象とした環境活動コンテストの開催
・小中学校への環境教育教材の寄贈
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　環境副教材や各種プログラム等をホームページ等で公開するとともに、教員などから広く意見をいただくことにより、改良を図っている。

評    価　（　成　果　） 課    題

　環境教育基本方針推進委員会の委員は、学識経験者、学校の教員、市民活動団体関係者、公募市民などで構成されており、市民参加
により検討が行われている。

■企業等との連携・協働
　 [資金協力] 環境教育推進のため、企業からの寄付受理。
　 [人材協力]環境教育基本方針推進委員会に大学等の学識経験者の参加。札幌市環境保全アドバイザー制度への協力。
　 [情報協力] 企業や市民活動団体の取組について、情報提供を受けて発信。
　 [その他の協力]　（該当なし）

■市民・企業等が参加しやすい環境づくり

平 成 23 年 度 第 ２ 次 札 幌 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の ２ ）

環境教育の推進

学校におけるエコライフ行動レポートの提出枚数（累
計）

22年度末
(実　　績)

達　成　目　標　の　状　況

項　　　　　　目 19年度末
(実　　績)

20年度末
(実　　績)

21年度末
(実　　績)

施策体系コード 事業名

383,093枚 685,880枚 540,000枚148,027枚

4-2-1

― 27,794枚

市 民 ・ 企 業 等 と の 協 働 の 状 況 （ 市 民 ・ 企 業 等 の 参 加 、 支 援 、 協 力 の 状 況 ）

今   後   の   事  業  の  予  定  ・ 方  向
○環境教育基本方針に基づき、各種事業を体系的に進めていくとともに、事業内容のより一層の充実を図る。さらに、今後も環境教育に係
る施策の進捗状況や効果などについて、「環境教育基本方針推進委員会」で評価・検証を行っていく。

○環境プラザを拠点として、市民活動団体や企業との連携を重視し、事業を実施する。

○本市及び環境プラザホームページの一層の充実を図り、環境教育に関する情報の共有・活用を進めていく。また、環境に関するさまざま
な情報を子どもたちにわかりやすく伝えるために、かんきょう元気新聞などの情報提供手段の充実を図るとともに、適宜、改善を行っていく。

○札幌市で取り組んでいる太陽光発電やペレットストーブなどの再生可能エネルギーの情報を活用し、子どもたちの省エネや環境保全に
ついての意識を高めていく。また、学校において環境活動のより一層の充実を図ることができる機会を創出していく。

○学校における環境教育の広がりを踏まえながら、見直しを行い、効
果的・効率的に各種事業を実施することができた。また、平成21年度
に教育委員会の「札幌らしい特色ある学校教育」のテーマの一つとし
て「環境」が位置づけられ、環境教育の重要性が高まり、各種事業を
教育委員会と連携して実施した。

○多くの子ども達が環境活動に取り組み、学校におけるエコライフ行
動レポート提出枚数が当初の目標を達成する等、確実に環境意識の
醸成が図られた。

○H22年度には、学校を中心とした環境教育の実践事例を取材し、
その情報を事例集としてまとめ、学校やまちづくりセンター等に配布
した。事例集は、環境活動をより充実したものにしたり、新たな活動に
取り組むきっかけとして活用することができる。

○本事業は、学識経験者、教員、市民活動団体、公募市民などから
成る「環境教育基本方針推進委員会」において、事業の評価・検証
を行うなど、市民参加により事業の推進が図られた。

○学校や地域での環境保全活動をさらに広げるため、各種プログラ
ムや環境副教材、実践事例集の活用をより進めるとともに、環境情勢
の変化に応じた情報を提供していく必要がある。

○環境プラザにおいて、市民や市民団体等との協働により施設の有
効活用を図るほか、他の環境関連施設との連携を強化し、より一層の
効果的・効率的な環境教育を進めていく必要がある。

○環境教育はH22年度に策定した「札幌市温暖化対策推進ビジョン」
において重要な視点として位置づけており、更なる充実が必要であ
る。

■市民との連携、市民参加

18年度末
(現　　状)

22年度末
(目　　標)
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事　業　費　の　進　捗　率
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《全体》
学校ビオトープについては、既存ビオトープの有効活用と各学校の情報共有を進めていくこととする。
[19年度]
学校ビオトープ応募がなかった。
[20年度]
北海道洞爺湖サミット関連事業による環境意識の醸成及び啓発の推進を行なった。またサミット関連事業費が、一部見直しにより削減した。
［21年度］
かんきょう元気新聞を発行した。
[22年度]

計　画　と　の　差　異  (　予　算　・　実　績　・　事　業　内　容　・　規　模　・　時　期　等　)

一 般 財 源
8,36600

　（H19実績＋H20実績＋H21実績＋H22実績） ／ （計画事業費） 67.9%
17,662 11,229
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事業名

0
21,591

施策体系コード 4-2-1
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環境教育の推進
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（単位：千円）平 成 23 年 度 第 ２ 次 札 幌 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の ３ ）


